２　婚
結婚

　結婚は、本人同志の意志に基づいてお互いに結ばれることが一番幸せである。しかし、大正期以前は、見合結婚は進んだ方で、お互いに顔も全然知らない男女が、親の意志や、親せきの都合などによって結婚した。当時は、写真すらも無かった。したがって、たとい相思相愛の男女があって結婚を願っても、家柄が異なるとか、貧富の差があるという理由で、結婚する事が許されなかった例が多かった。特に女に愛する男が出来た場合は、不品行な女として、世間からつまはじきされ、親の顔に泥を塗るような行為とさえいわれた。今から考えてみれば、信じられないようなことが多かった。

　例えば、結婚して夫婦の仲は人のうらやむ仲でも、3年たって子が生まれない時は、「うまず」として離婚せねばならぬ風習の所もあった。この生まれないのは、一方的に女の欠陥として押し付けられていた。離婚した女は、「出戻り」と称してつらい生活に耐えなければならなかった。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆいのう),結納)
　見合いの場で両人の合意をみたら、「袋米納め」の段となるが、それには吉日を選んで、仲人が白米1升に「なまくさ」をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そ),添)えて持って行く。その時の「なまくさ」としては大抵「するめ」で、2枚の足を結び、「のし紙」に包んだものを使うが、それに菓子箱程度のものを添えるのが普通である。
　「結納納め」は、これも吉日を選び、結婚セット一式・婚約指輪（相手の生れ月の宝石）・袋米（この袋米は、白米2升をそろいの2つの袋に1升ずつ入れ、「なまくさ」を添えて2つの袋の紐を絶対離れないように願いを込めて、「あわび結び」にする）これらを家紋入りのふろしきに包み、仲人夫婦が午前中に納める。納品の来訪を待ち構えている先方に行った仲人は、両親・当人・親るい代表に対し、丁寧なあいさつの上これを手渡す。受け取る側では、結納金額などを親るい代表に確めてもらい、請取証も書いてもらう。

　仲人と当家側とでは、その席で結婚式の日取り、その他を話し合い、仲人は、請取証を持って結納の席での様子を報告に行く。
婿入り

　結婚式の当日、婿は媒酌人夫婦と、親せきの代表夫婦と共に嫁の家に行き、この度は不思議な縁で婚約が成立したとか、大変ご無理を申上げて婚約が出来たとかいったあいさつを交わす。待ち構えていた嫁の家では、ご馳走をし、嫁の両親と婿が親子のさかずきを交して、婿入りの行事が終わる。この婿入りの式には、花嫁は、顔を出さない。
嫁入り

　かねて決めていた時間に、媒酌人夫婦は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちょうちん),提灯)を持って村のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つじ),辻)付近まで出迎える。嫁は、予定の時間までに入念な化粧を済ませて、祖先の位はいに別れを告げ、祝いのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぜん),膳)につき、両親や家人とも別れのあいさつをして、媒酌人に手を引かれて懐しい思い出の家を出る。そのとき、歌の上手な人に別れの「なごや」を唄ってもらい、婚家に向う。昔は結婚の時期は冬が多く、今の様な交通機関もなく、大雪の時など、花嫁は「草履」や「わらじ」をはいて嫁入りすることも珍らしくはなく、人力車に乗った人もいた。村の入口に、提灯を持って迎えに出ている媒酌人夫婦や、見送りの人たちにあいさつを交わし、婿の家に向かう。
結婚式・披露宴

　以前は結婚式も婚家で行い、式の夜、婿の友人や知人連が「だし」（島台ともいう）と称して、お祝の飾り物を造って、結婚式場に持ち込むならわしがあった。婿の家では「だし」を祝ってくれた人に、お祝儀を出てお礼にかえた。

　披露宴は、2日から3日も続き、今から考えて見れば、ばからしい騒ぎであった。当日は、親せきや近所の親しい人を招待して、夜おそくまで歌って飲みあかした。2日目には夫婦そろって村の氏神さまへ参拝したり、隣近所にあいさつ回りをしたり、夜は、新郎新婦の親しい友達を招待して徹夜で飲みあかし、3日目はお祝いの「もち」をついて、親せきや隣近所に配り、夜は身内の者だけの祝の宴が開かれて、3日間の行事が終るのが習慣であった。所により違う行事もあったようであるが、3日間の行事が終われば嫁・婿の疲労は相当なものであった。

　現在の結婚式や披露宴は、専門の結婚式場やホテルで行うのが常識である。式場は、行き届いた近代設備が整られ、限られた時間内に順序よく式が運ばれるように仕組まれている。披露宴は、都会も田舎もあまり変りはなく、年とともに派手になりつつある。
新婚旅行

　新婚旅行も、昔は特に経済的に恵まれた家庭のことで、旅行に出る人は稀れであった。今は新婚旅行に出発する時間になれば、披露宴の最中でも、お客さんを残して、会場の人たちに見送られ出発するのが普通となった。

　昔の結婚は、家を中心にした結婚であったが、今は、本人同志の意志によって結ばれる結婚が多くなり、新婚旅行も、飛行機で遠く外地に行くカップルも多くなり、隔世の感がある。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いわたおび),岩田帯)
　結婚して次に訪れる喜びは、妊娠である。妊娠5か月目に、岩田帯を締める風習が昔からある。特にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いぬ),戌)の日を選んで着帯するが、これは犬の産が軽く、多産なので、これにあやかったものと言われている。普通「帯祝い」といっているが、現在は、ほとんど既製品の岩田帯を使っている。昔は木綿のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(、、、),さらし)がよく使われた。色は赤が多く、約1丈の長さであった。所により白いさらしを使う所や長さも違っていたようである。

　安産祈願は倭文神社（一の宮さん）で行われた。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りゃくだつ),略奪)結婚
　明治の終りごろまで略奪結婚と言うEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きしゅう),奇習)があった。略奪とは「むりにうばいとる」ことで、あの家の娘を是非とも嫁に迎えたいと言う時、媒酌人をたてて先方に申し入れても、家柄が違うとか、貧富の差があるとか、色々な理由で、縁談がスムースにまとまる見込みが無いと予測される時、勿論先方の娘さんも結婚を望んでいる場合は、非常手段ともいえる略奪結婚の計画を両親に相談する。両親は息子の熱意にひかれて、やむなく同意することなる。
　この際、先方の娘と日ごろ仲のよい友達にひそかに計画を打ち明けて、協力をお願いする。娘の友達がこの計画に協力を約束すれば、まずは成功である。計画を実行するため、あらかじめ略奪の日取りや、時間を示し合せて実行の日を待つ。

　いよいよ当日、友達は娘を普段着のまま、身のまわりの物だけを持って男の家に連れて行く。男の家では、普段と変らぬ姿で娘を迎え入れる。そしてその夜から二人は事実上の夫婦となる。

　娘の両親は娘のいないのに気づき、娘が日ごろ親しくしている友達の家を尋ね回るが、そのうち略奪された事がわかる。連れて帰っても、既に事実上結婚していて、昔流に言えば傷ものであり、しぶしぶあきらめることになる。そのうち男の家では、頃を見計らって正式な媒酌人をたて、娘の家に申し入れることになるが、この際ほとんど円満に話はまとまり、日を改めて正式な結婚式が挙げられる。この間、娘は男の家で家族同様の待遇を受けながら、家事などを手伝い、晴れて夫婦になる日を待つ。
　相手の娘も結婚を望むものの、普通の手段では結婚がむずかしいと思われた時に取られた非常手段であった。結婚式に費用がかさむことから、それを節約するため、あえて「略奪」の形をとる場合もあった。

